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井伊大老による安
政の大獄が始ま
り、西郷隆盛が尊
敬する島津斉彬は
兵を出そうとしま
したが、斉彬は急
死、攘夷派である
月照と西郷は、平
野國臣を伴い京よ
り薩摩藩へと逃れ
ます。幕府の追及
を恐れた薩摩藩は
月照らを日向の国
へ追放しようとし
ます。幕府の手を
逃れ得ぬと悟った
二人は、船で薩摩
潟に漕ぎ出し、名
月のもと、平野國
臣の笛や、唐歌や
和歌に興じ、盃を
交わしました。身
の置き所のない月
照を救いたいと心
を尽しても、今は
手立てもなく西郷
は、月照と共に入
水します。月照は
海の藻屑となり、
西郷は一命をとり
とめます。 
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